
　
ブ
ラ
ジ
ル
と
並
び
、
中
南
米
地
域

で
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
目
覚
ま
し

い
経
済
成
長
を
遂
げ
る
メ
キ
シ
コ
。

そ
の
過
程
で
培
わ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
、
88
年
か
ら
中
米
・
カ
リ
ブ

諸
国
を
対
象
に
独
自
に
国
際
協
力
を

展
開
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
メ
キ
シ
コ
を
新
興

ド
ナ
ー
と
し
て
育
成
す
べ
く
、
２
０

０
０
〜
03
年
に
か
け
て
「
南
南
協
力

支
援
能
力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

実
施
。
国
際
協
力
庁
（
当
時
）
の
組

織
強
化
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
管

理
手
法
の
技
術
移
転
な
ど
を
行
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
03
年
に
は
「
日
本
・
メ

キ
シ
コ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｊ
Ｍ
Ｐ
Ｐ
）」
を
締
結
。
域
内

を
中
心
に
途
上
国
が
抱
え
る
問
題
解

決
に
向
け
て
、
共
に
歩
み
続
け
て
き

た
。
最
近
の
動
き
と
し
て
は
、
メ
キ

シ
コ
政
府
が
「
国
際
開
発
協
力
法
」

の
制
定
に
向
け
て
準
備
中
。
新
た
に

国
際
開
発
協
力
庁
の
設
置
も
検
討
さ

れ
て
お
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
が
メ
キ

シ
コ
外
務
省
科
学
技
術
協
力
総
局
に

派
遣
さ
れ
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
昨
年
２
月
、
フ
ェ
リ
ー
ペ
・

カ
ル
デ
ロ
ン
・
イ
ノ
ホ
サ
大
統
領
が

来
日
し
た
際
の
「
日
墨
首
脳
共
同
声

明
」
で
は
、Ｊ
Ｍ
Ｐ
Ｐ
の
こ
れ
ま
で
の

成
果
に
つ
い
て
も
高
く
評
価
さ
れ
た
。

日
本
の
協
力
を
通
じ
て
蓄
積
さ
れ
た

経
験
や
知
見
を
生
か
し
、
今
後
は
特

に
都
市
環
境
、自
然
災
害
、公
衆
衛
生
、

産
業
開
発
な
ど
の
分
野
で
、
日
本
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
て

い
く
。

　
日
本
と
同
様
に
「
地
震
大
国
」
と

し
て
知
ら
れ
る
メ
キ
シ
コ
は
、
国
際

社
会
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
耐
震
・

防
災
分
野
の
知
見
を
蓄
積
し
て
き
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
同
国
に
対
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
協
力
を
展
開
。
85
年
に
首
都
を

襲
っ
た
メ
キ
シ
コ
地
震
を
受
け
て
防

災
・
耐
震
分
野
の
協
力
を
強
化
し
、「
メ

キ
シ
コ
国
立
防
災
セ
ン
タ
ー
」
の
設

立
か
ら
人
材
育
成
ま
で
、
包
括
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
経
験
や
人
材
を
生
か
し
、
今

度
は
メ
キ
シ
コ
が
域
内
を
中
心
に
防

災
・
耐
震
分
野
の
協
力
を
展
開
中
。「
日

墨
首
脳
共
同
声
明
」
に
お
い
て
も
、

昨
年
１
月
に
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
た

近
隣
国
ハ
イ
チ
に
対
し
て
、
日
本
と

メ
キ
シ
コ
が
協
働
で
積
極
的
に
復
興

支
援
を
行
っ
て
い
く
方
針
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
現
在
、
メ

キ
シ
コ
か
ら
耐
震
分
野
の
第
三
国
専

門
家
を
ハ
イ
チ
に
派
遣
中
。
３
年
間

で
計
24
人
の
派
遣
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

協
働
で
、
現
地
で
簡

単
に
入
手
で
き
る
材

料
を
活
用
し
た
「
ハ

イ
チ
版
耐
震
性
普
及

住
宅
モ
デ
ル
工
法
」

の
開
発
、耐
震
設
計
・

建
築
分
野
に
お
け
る

人
材
育
成
研
修
と
パ

イ
ロ
ッ
ト
住
宅
の
建

設
を
行
う
予
定
。
政

府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
指

導
を
通
じ
て
、
地
域

住
民
へ
の
普
及
を
目

指
し
て
い
く
方
針

だ
。

　
91
年
か
ら
現
在
ま
で
、
途
上
国
か

ら
１
２
０
０
人
以
上
の
研
修
員
を
受

け
入
れ
、
技
術
協
力
を
行
っ
て
き
た

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
。
日
本
と
は
01
年
、

同
国
に
と
っ
て
初
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
「
日
亜
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
Ｐ
Ｐ
Ｊ
Ａ
）」
を
締
結
。

域
内
屈
指
の
農
業
・
漁
業
立
国
と
し

て
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ペ
ル
ー
、
ボ
リ

ビ
ア
な
ど
か
ら
毎
年
60
人
以
上
の
技

術
者
が
訪
れ
る
。

　
05
〜
２
０
１
０
年
に
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と
協
働
で
、
ボ
リ
ビ
ア
、

パ
ラ
グ
ア
イ
、
ウ
ル
グ

ア
イ
を
対
象
に
「
広
域

協
力
を
通
じ
た
南
米
南

部
家
畜
衛
生
改
善
の
た

め
の
人
材
育
成
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
た
。

国
境
を
越
え
て
伝
播
す

る
リ
ス
ク
が
あ
る
家
畜

疫
病
を
防
止
す
る
こ
と

で
、
域
内
の
主
要
産
業

で
あ
る
畜
産
業
を
活
性

化
す
る
こ
と
が
目
的
。

89
年
よ
り
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

支
援
を
受
け
て
き
た
国

立
ラ
プ
ラ
タ
大
学
獣
医

学
部
が
主
体
と
な
り
、
各
国
の
大
学

機
関
を
対
象
に
、
研
究
者
の
育
成
か

ら
、
家
畜
衛
生
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

や
研
究
所
の
開
設
な
ど
に
必
要
な
指

導
を
行
っ
た
。

　
ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
三
角
協
力
を
後
押
し
す
べ
く
「
Ｐ

Ｃ
Ｍ
研
修
・
モ
デ
レ
ー
タ
ー
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
05
年
か
ら
実
施
。

開
発
援
助
の
基
礎
と
な
る
Ｐ
Ｃ
Ｍ（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
イ
ク
ル
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
）
を
習
得
す
る
こ
と
で
得
た

ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
他

の
援
助
国
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　
90
年
に
設
立
さ
れ
た
国
際
協
力
庁

が
主
体
と
な
り
、
南
米
や
カ
リ
ブ
諸

国
な
ど
を
対
象
に
、
積
極
的
に
国
際

協
力
を
展
開
す
る
チ
リ
。
日
本
と
は

両
国
の
資
源
や
知
見
を
共
有
し
な
が

ら
、
99
年
に
「
日
本
・
チ
リ
・
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｊ
Ｃ

Ｐ
Ｐ
）」
を
締
結
し
三
角
協
力
に
力
を

入
れ
る
。
03
年
か
ら
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

通
じ
て
、
国
際
協
力
庁
の
能
力
強
化

が
図
ら
れ
て
き
た
。
同
庁
が
掲
げ
る

優
先
課
題
は
「
貧
困
対
策
」「
保
健
衛

生
の
向
上
」「
教
育
体
制
の
改
善
」「
農

業
・
食
糧
支
援
」
の
四
本
柱
。Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
協
力
を
通
じ
て
〝
チ
リ
化
〞
し

た
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
被
援
助
国
と

し
て
の
経
験
を
生
か
し
、
そ
の
国
に

適
用
し
得
る
技
術
を
見
据
え
た
手
厚

い
協
力
を
展
開
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
こ
れ
ま
で
の
協
働

事
業
は
、
農
業
か
ら
障
害
者
支
援
ま

で
多
岐
に
わ
た
る
。
03
年
か
ら
行
わ

れ
た「
適
用
可
能
な
養
殖
技
術
」で
は
、

15
年
に
わ
た
り
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
を

受
け
て
き
た
カ
ト
リ
カ
・
デ
ル
・
ノ

ル
テ
大
学
が
実
施
機
関
と
な
り
、
第

三
国
研
修
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
の
貝
類

養
殖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
る
。

そ
し
て
研
修
の
成
果
が
実
り
、
エ
ル

サ
ル
バ
ド
ル
で
は
ア
カ
ガ
イ
類
の
養

殖
技
術
が
普
及
。
経
済
的
な
効
果
は

も
ち
ろ
ん
、
環
境
保
全
の
意
識
向
上

や
無
秩
序
な
漁
獲
の
抑
制
に
大
き
く

貢
献
し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
後
も
、
チ

リ
と
の
三
角
協
力
を
よ
り
一
層
、
推

進
し
て
い
く
方
針
だ
。

　
日
本
か
ら
飛
行
機
を
乗
り
継
い
で
約

１
日
―
。そ
の
先
に
は
、豊
か
な
天
然
資

源
と
肥
沃
な
大
地
に
恵
ま
れ
た
中
南

米
地
域
が
あ
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
そ
の
貴

重
な
財
産
を
生
か
し
た
国
づ
く
り
を
促

進
す
べ
く
、長
年
に
わ
た
り
協
力
を
続

け
て
き
た
。

　
そ
の
歴
史
の
中
で
、豊
富
な
経
験
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、中
南
米
地
域
は

〝
援
助
す
る
側
〞と
し
て
も
活
躍
。日
本

も
４
カ
国（
ブ
ラ
ジ
ル
、メ
キ
シ
コ
、ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
、チ
リ
）と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
結
び
、国
際
協
力
の
新
た
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
の
関
係
を
深
め
て
い

る
。

　
日
本
の
20
倍
以
上
の
面
積
を
有
し
、

大
豆
や
鉄
鉱
石
な
ど
、
貴
重
な
資
源

の
恩
恵
を
受
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
。
２
０

１
４
年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
、
２
０
１
６
年
夏
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト
国
に
選
ば
れ
る

な
ど
、
世
界
的
に
も
そ
の
存
在
感
を

増
し
て
い
る
。
そ
ん
な
ブ
ラ
ジ
ル
の

成
長
の
軌
跡
を
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
技
術
協

力
、
円
借
款
な
ど
を
通
じ
て
支
え
て

き
た
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
が
新
た
な
開
発
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
三
角
協
力
を
開
始

し
た
の
は
１
９
８
５
年
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

協
働
で
行
っ
た
第
三
国
研
修
「
電
子
・

電
気
コ
ー
ス
」が
始
ま
り
だ
。
そ
の
後
、

87
年
に
は
国
際
協
力
庁
が
設
立
さ
れ
、

母
語
や
自
然
環
境
が
似
て
い
る
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
諸
国
や
ポ
ル

ト
ガ
ル
圏
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
東
テ
ィ

モ
ー
ル
な
ど
、
80
カ
国
以
上
を
対
象

に
技
術
協
力
を
実
施
し
て
い
る
。

　
日
本
と
は
２
０
０
０
年
、
三
角
協

力
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
の
枠

組
み
と
し
て
「
日
本
･
ブ
ラ
ジ
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｊ

Ｂ
Ｐ
Ｐ
）」を
締
結
。Ｊ
Ｂ
Ｐ
Ｐ
を
通
じ

て
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
を
行
う
こ
と
で
、

開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
・
ブ
ラ
ジ
ル
の
能

力
強
化
を
支
援
し
て
き
た
。
ま
た
、

世
界
最
大
と
い
わ
れ
る
日
系
社
会
で

も
、
多
く
の
日
系
人
専
門
家
が
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
と
協
働
で
国
際
協
力
に
尽
力
。

延
べ
2
5
0
人
以
上
の
日
系
ブ
ラ
ジ

ル
人
専
門
家
が
中
南
米
、
ア
フ
リ
カ

な
ど
に
渡
り
、
活
躍
し
て
き
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
連
携
の

中
で
も
、
母
子
保
健
分
野
の
協
力
の

歴
史
は
長
い
。
そ
の
土
台
と
な
っ
た

の
が
、
96
年
か
ら
５
年
間
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
ブ
ラ
ジ
ル
東
北
部
セ
ア
ラ
州
で
実

施
し
た
「
家
族
計
画
・
母
子
保
健
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。

　
当
時
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
は
、
医
療

施
設
で
の
出
産
が
推
奨
さ
れ
る
中
で
、

自
然
分
娩
が
可
能
な
場
合
に
も
不
必

要
な
医
療
介
入
が
選
択
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
安
全
で
自
然
な
お
産
と
適

切
な
産
後
の
ケ
ア
を
普
及
す
る
た
め

に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
ブ
ラ
ジ
ル
の

母
子
保
健
医
療
関
係
者
が
協
力
。〝
人

間
的
出
産
・
出
生
ケ
ア
〞
が
ブ
ラ
ジ

ル
保
健
省
の
国
家
政
策
に
掲
げ
ら
れ

る
ま
で
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
02
年

か
ら
は
こ
の
政
策
を
実
践
す
る
人
材

を
育
成
す
べ
く
日
本
で
も
研
修
を
実

施
。
保
健
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、

助
産
師
な
ど
52
人
が
参
加
し
、
帰
国

後
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
北
部
・
東
北
部
を

中
心
に
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
通
じ
て
、
２
０
０
０
人
以

上
に
日
本
の
研
修
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
伝
え
て
き
た
。

　
こ
う
し
て
育
っ
た
人
材
が
、

今
度
は
、他
の
途
上
国
を
〝
援

助
す
る
側
〞
に
成
長
。
08
年

に
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
始
ま
っ

た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
母
子
保
健

サ
ー
ビ
ス
改
善
計
画
」
で
は
、

Ｊ
Ｂ
Ｐ
Ｐ
の
枠
組
み
に
よ
り

ブ
ラ
ジ
ル
が
研
修
の
受
け
入

れ
を
担
当
。
日
本
の
研
修
に

参
加
し
た
ソ
フ
ィ
ア
フ
ェ
ル

ド
マ
ン
病
院
（
人
間
的
出
産
・

出
生
ケ
ア
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

病
院
）の
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
と

な
り
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
保

健
省
幹
部
、
看
護
師
、
産
科

医
師
、
大
学
講
師
ら
を
対
象

に
技
術
指
導
を
行
っ
た
。
ま

た
09
年
12
月
に
は
、
ア
ン
ゴ

ラ
で
の
Ｊ
Ｂ
Ｐ
Ｐ
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
ジ
ョ
シ
ナ
マ
シ

ェ
ル
病
院
機
能
強
化
研
修
」
に
、
第

三
国
専
門
家
と
し
て
同
病
院
の
エ
リ

エ
ー
ニ
・
ラ
ベ
ロ
助
産
師
を
派
遣
。「
技

術
を
伝
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
双
方

で
学
び
合
う
こ
と
に
意
義
が
あ
る
」

と
、
ラ
ベ
ロ
さ
ん
は
今
後
の
参
加
に

も
意
欲
的
だ
。

　
さ
ら
に
２
０
１
０
年
か
ら
は
、
中

南
米
・
カ
リ
ブ
、
ア
フ
リ
カ
を
対
象

に
し
た
第
三
国
研
修
「
人
間
的
出
産
・

出
生
ケ
ア
コ
ー
ス
」
を
開
始
。
現
在

ま
で
に
17
人
の
研
修
員
を
受
け
入
れ

た
。
ま
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
実
施
中
の
「
助
産
能
力
強
化
を
通

じ
た
母
子
保
健
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
対
象
で
あ
る
医
療
関
係
者
の
研
修

を
ブ
ラ
ジ
ル
が
担
当
。〝
カ
ン
ボ
ジ
ア

版
人
間
的
出
産
・
出
生
ケ
ア
〞
の
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ソ
フ
ィ
ア

フ
ェ
ル
ド
マ
ン
病
院
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
レ
リ
ア
・
マ

デ
イ
ア
研
修
部
長
は
、「
人
を
助
け
る

の
は
病
院
の
根
本
的
使
命
。
国
際
協

力
を
行
う
の
は
、
社
会
的
責
任
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
強
調
す
る
。

　「
日
本
と
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
強
化

し
な
が
ら
、
開
発
イ
ン
パ
ク
ト
を
高

め
て
い
き
た
い
」。
昨
年
10
月
、
首
都

ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｊ
Ｂ

Ｐ
Ｐ
締
結
10
周
年
記
念
式
典
」
で
マ

ル
コ
・
フ
ァ
ラ
ー
ニ
国
際
協
力
庁
長

官
が
発
し
た
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
こ
そ
、

新
た
な
国
際
協
力
の
ア
ク
タ
ー
と
し

て
の
確
固
た
る
決
意
の
象
徴
だ
。

途
上
国
で
安
全
な
お
産
の

実
現
を
目
指
す

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
を
通
じ
て

開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
成
長

ブラジルのソフィアフェルドマン病院
で、出産に必要な技術を学ぶマダガス
カルの研修員

ハイチの住宅構造を視察。今後の
取り組みについて話し合う

パートナーシップ強化で
さらなる開発効果を
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ブ
ラ
ジ
ル
と
並
び
、
中
南
米
地
域

で
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
目
覚
ま
し

い
経
済
成
長
を
遂
げ
る
メ
キ
シ
コ
。

そ
の
過
程
で
培
わ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
、
88
年
か
ら
中
米
・
カ
リ
ブ

諸
国
を
対
象
に
独
自
に
国
際
協
力
を

展
開
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
メ
キ
シ
コ
を
新
興

ド
ナ
ー
と
し
て
育
成
す
べ
く
、
２
０

０
０
〜
03
年
に
か
け
て
「
南
南
協
力

支
援
能
力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

実
施
。
国
際
協
力
庁
（
当
時
）
の
組

織
強
化
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
管

理
手
法
の
技
術
移
転
な
ど
を
行
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
03
年
に
は
「
日
本
・
メ

キ
シ
コ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｊ
Ｍ
Ｐ
Ｐ
）」
を
締
結
。
域
内

を
中
心
に
途
上
国
が
抱
え
る
問
題
解

決
に
向
け
て
、
共
に
歩
み
続
け
て
き

た
。
最
近
の
動
き
と
し
て
は
、
メ
キ

シ
コ
政
府
が
「
国
際
開
発
協
力
法
」

の
制
定
に
向
け
て
準
備
中
。
新
た
に

国
際
開
発
協
力
庁
の
設
置
も
検
討
さ

れ
て
お
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
が
メ
キ

シ
コ
外
務
省
科
学
技
術
協
力
総
局
に

派
遣
さ
れ
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
昨
年
２
月
、
フ
ェ
リ
ー
ペ
・

カ
ル
デ
ロ
ン
・
イ
ノ
ホ
サ
大
統
領
が

来
日
し
た
際
の
「
日
墨
首
脳
共
同
声

明
」
で
は
、Ｊ
Ｍ
Ｐ
Ｐ
の
こ
れ
ま
で
の

成
果
に
つ
い
て
も
高
く
評
価
さ
れ
た
。

日
本
の
協
力
を
通
じ
て
蓄
積
さ
れ
た

経
験
や
知
見
を
生
か
し
、
今
後
は
特

に
都
市
環
境
、自
然
災
害
、公
衆
衛
生
、

産
業
開
発
な
ど
の
分
野
で
、
日
本
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
て

い
く
。

　
日
本
と
同
様
に
「
地
震
大
国
」
と

し
て
知
ら
れ
る
メ
キ
シ
コ
は
、
国
際

社
会
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
耐
震
・

防
災
分
野
の
知
見
を
蓄
積
し
て
き
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
同
国
に
対
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
協
力
を
展
開
。
85
年
に
首
都
を

襲
っ
た
メ
キ
シ
コ
地
震
を
受
け
て
防

災
・
耐
震
分
野
の
協
力
を
強
化
し
、「
メ

キ
シ
コ
国
立
防
災
セ
ン
タ
ー
」
の
設

立
か
ら
人
材
育
成
ま
で
、
包
括
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
経
験
や
人
材
を
生
か
し
、
今

度
は
メ
キ
シ
コ
が
域
内
を
中
心
に
防

災
・
耐
震
分
野
の
協
力
を
展
開
中
。「
日

墨
首
脳
共
同
声
明
」
に
お
い
て
も
、

昨
年
１
月
に
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
た

近
隣
国
ハ
イ
チ
に
対
し
て
、
日
本
と

メ
キ
シ
コ
が
協
働
で
積
極
的
に
復
興

支
援
を
行
っ
て
い
く
方
針
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
現
在
、
メ

キ
シ
コ
か
ら
耐
震
分
野
の
第
三
国
専

門
家
を
ハ
イ
チ
に
派
遣
中
。
３
年
間

で
計
24
人
の
派
遣
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

協
働
で
、
現
地
で
簡

単
に
入
手
で
き
る
材

料
を
活
用
し
た
「
ハ

イ
チ
版
耐
震
性
普
及

住
宅
モ
デ
ル
工
法
」

の
開
発
、耐
震
設
計
・

建
築
分
野
に
お
け
る

人
材
育
成
研
修
と
パ

イ
ロ
ッ
ト
住
宅
の
建

設
を
行
う
予
定
。
政

府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
指

導
を
通
じ
て
、
地
域

住
民
へ
の
普
及
を
目

指
し
て
い
く
方
針

だ
。

　
91
年
か
ら
現
在
ま
で
、
途
上
国
か

ら
１
２
０
０
人
以
上
の
研
修
員
を
受

け
入
れ
、
技
術
協
力
を
行
っ
て
き
た

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
。
日
本
と
は
01
年
、

同
国
に
と
っ
て
初
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
「
日
亜
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
Ｐ
Ｐ
Ｊ
Ａ
）」
を
締
結
。

域
内
屈
指
の
農
業
・
漁
業
立
国
と
し

て
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ペ
ル
ー
、
ボ
リ

ビ
ア
な
ど
か
ら
毎
年
60
人
以
上
の
技

術
者
が
訪
れ
る
。

　
05
〜
２
０
１
０
年
に
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と
協
働
で
、
ボ
リ
ビ
ア
、

パ
ラ
グ
ア
イ
、
ウ
ル
グ

ア
イ
を
対
象
に
「
広
域

協
力
を
通
じ
た
南
米
南

部
家
畜
衛
生
改
善
の
た

め
の
人
材
育
成
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
た
。

国
境
を
越
え
て
伝
播
す

る
リ
ス
ク
が
あ
る
家
畜

疫
病
を
防
止
す
る
こ
と

で
、
域
内
の
主
要
産
業

で
あ
る
畜
産
業
を
活
性

化
す
る
こ
と
が
目
的
。

89
年
よ
り
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

支
援
を
受
け
て
き
た
国

立
ラ
プ
ラ
タ
大
学
獣
医

学
部
が
主
体
と
な
り
、
各
国
の
大
学

機
関
を
対
象
に
、
研
究
者
の
育
成
か

ら
、
家
畜
衛
生
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

や
研
究
所
の
開
設
な
ど
に
必
要
な
指

導
を
行
っ
た
。

　
ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
三
角
協
力
を
後
押
し
す
べ
く
「
Ｐ

Ｃ
Ｍ
研
修
・
モ
デ
レ
ー
タ
ー
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
05
年
か
ら
実
施
。

開
発
援
助
の
基
礎
と
な
る
Ｐ
Ｃ
Ｍ（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
イ
ク
ル
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
）
を
習
得
す
る
こ
と
で
得
た

ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
他

の
援
助
国
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　
90
年
に
設
立
さ
れ
た
国
際
協
力
庁

が
主
体
と
な
り
、
南
米
や
カ
リ
ブ
諸

国
な
ど
を
対
象
に
、
積
極
的
に
国
際

協
力
を
展
開
す
る
チ
リ
。
日
本
と
は

両
国
の
資
源
や
知
見
を
共
有
し
な
が

ら
、
99
年
に
「
日
本
・
チ
リ
・
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｊ
Ｃ

Ｐ
Ｐ
）」
を
締
結
し
三
角
協
力
に
力
を

入
れ
る
。
03
年
か
ら
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

通
じ
て
、
国
際
協
力
庁
の
能
力
強
化

が
図
ら
れ
て
き
た
。
同
庁
が
掲
げ
る

優
先
課
題
は
「
貧
困
対
策
」「
保
健
衛

生
の
向
上
」「
教
育
体
制
の
改
善
」「
農

業
・
食
糧
支
援
」
の
四
本
柱
。Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
協
力
を
通
じ
て
〝
チ
リ
化
〞
し

た
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
被
援
助
国
と

し
て
の
経
験
を
生
か
し
、
そ
の
国
に

適
用
し
得
る
技
術
を
見
据
え
た
手
厚

い
協
力
を
展
開
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
こ
れ
ま
で
の
協
働

事
業
は
、
農
業
か
ら
障
害
者
支
援
ま

で
多
岐
に
わ
た
る
。
03
年
か
ら
行
わ

れ
た「
適
用
可
能
な
養
殖
技
術
」で
は
、

15
年
に
わ
た
り
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
を

受
け
て
き
た
カ
ト
リ
カ
・
デ
ル
・
ノ

ル
テ
大
学
が
実
施
機
関
と
な
り
、
第

三
国
研
修
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
の
貝
類

養
殖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
る
。

そ
し
て
研
修
の
成
果
が
実
り
、
エ
ル

サ
ル
バ
ド
ル
で
は
ア
カ
ガ
イ
類
の
養

殖
技
術
が
普
及
。
経
済
的
な
効
果
は

も
ち
ろ
ん
、
環
境
保
全
の
意
識
向
上

や
無
秩
序
な
漁
獲
の
抑
制
に
大
き
く

貢
献
し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
後
も
、
チ

リ
と
の
三
角
協
力
を
よ
り
一
層
、
推

進
し
て
い
く
方
針
だ
。

　
日
本
か
ら
飛
行
機
を
乗
り
継
い
で
約

１
日
―
。そ
の
先
に
は
、豊
か
な
天
然
資

源
と
肥
沃
な
大
地
に
恵
ま
れ
た
中
南

米
地
域
が
あ
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
そ
の
貴

重
な
財
産
を
生
か
し
た
国
づ
く
り
を
促

進
す
べ
く
、長
年
に
わ
た
り
協
力
を
続

け
て
き
た
。

　
そ
の
歴
史
の
中
で
、豊
富
な
経
験
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、中
南
米
地
域
は

〝
援
助
す
る
側
〞と
し
て
も
活
躍
。日
本

も
４
カ
国（
ブ
ラ
ジ
ル
、メ
キ
シ
コ
、ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
、チ
リ
）と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
結
び
、国
際
協
力
の
新
た
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
の
関
係
を
深
め
て
い

る
。

　
日
本
の
20
倍
以
上
の
面
積
を
有
し
、

大
豆
や
鉄
鉱
石
な
ど
、
貴
重
な
資
源

の
恩
恵
を
受
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
。
２
０

１
４
年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
、
２
０
１
６
年
夏
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト
国
に
選
ば
れ
る

な
ど
、
世
界
的
に
も
そ
の
存
在
感
を

増
し
て
い
る
。
そ
ん
な
ブ
ラ
ジ
ル
の

成
長
の
軌
跡
を
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
技
術
協

力
、
円
借
款
な
ど
を
通
じ
て
支
え
て

き
た
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
が
新
た
な
開
発
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
三
角
協
力
を
開
始

し
た
の
は
１
９
８
５
年
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

協
働
で
行
っ
た
第
三
国
研
修
「
電
子
・

電
気
コ
ー
ス
」が
始
ま
り
だ
。
そ
の
後
、

87
年
に
は
国
際
協
力
庁
が
設
立
さ
れ
、

母
語
や
自
然
環
境
が
似
て
い
る
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
諸
国
や
ポ
ル

ト
ガ
ル
圏
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
東
テ
ィ

モ
ー
ル
な
ど
、
80
カ
国
以
上
を
対
象

に
技
術
協
力
を
実
施
し
て
い
る
。

　
日
本
と
は
２
０
０
０
年
、
三
角
協

力
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
の
枠

組
み
と
し
て
「
日
本
･
ブ
ラ
ジ
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｊ

Ｂ
Ｐ
Ｐ
）」を
締
結
。Ｊ
Ｂ
Ｐ
Ｐ
を
通
じ

て
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
を
行
う
こ
と
で
、

開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
・
ブ
ラ
ジ
ル
の
能

力
強
化
を
支
援
し
て
き
た
。
ま
た
、

世
界
最
大
と
い
わ
れ
る
日
系
社
会
で

も
、
多
く
の
日
系
人
専
門
家
が
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
と
協
働
で
国
際
協
力
に
尽
力
。

延
べ
2
5
0
人
以
上
の
日
系
ブ
ラ
ジ

ル
人
専
門
家
が
中
南
米
、
ア
フ
リ
カ

な
ど
に
渡
り
、
活
躍
し
て
き
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
連
携
の

中
で
も
、
母
子
保
健
分
野
の
協
力
の

歴
史
は
長
い
。
そ
の
土
台
と
な
っ
た

の
が
、
96
年
か
ら
５
年
間
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
ブ
ラ
ジ
ル
東
北
部
セ
ア
ラ
州
で
実

施
し
た
「
家
族
計
画
・
母
子
保
健
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。

　
当
時
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
は
、
医
療

施
設
で
の
出
産
が
推
奨
さ
れ
る
中
で
、

自
然
分
娩
が
可
能
な
場
合
に
も
不
必

要
な
医
療
介
入
が
選
択
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
安
全
で
自
然
な
お
産
と
適

切
な
産
後
の
ケ
ア
を
普
及
す
る
た
め

に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
ブ
ラ
ジ
ル
の

母
子
保
健
医
療
関
係
者
が
協
力
。〝
人

間
的
出
産
・
出
生
ケ
ア
〞
が
ブ
ラ
ジ

ル
保
健
省
の
国
家
政
策
に
掲
げ
ら
れ

る
ま
で
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
02
年

か
ら
は
こ
の
政
策
を
実
践
す
る
人
材

を
育
成
す
べ
く
日
本
で
も
研
修
を
実

施
。
保
健
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、

助
産
師
な
ど
52
人
が
参
加
し
、
帰
国

後
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
北
部
・
東
北
部
を

中
心
に
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
通
じ
て
、
２
０
０
０
人
以

上
に
日
本
の
研
修
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
伝
え
て
き
た
。

　
こ
う
し
て
育
っ
た
人
材
が
、

今
度
は
、他
の
途
上
国
を
〝
援

助
す
る
側
〞
に
成
長
。
08
年

に
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
始
ま
っ

た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
母
子
保
健

サ
ー
ビ
ス
改
善
計
画
」
で
は
、

Ｊ
Ｂ
Ｐ
Ｐ
の
枠
組
み
に
よ
り

ブ
ラ
ジ
ル
が
研
修
の
受
け
入

れ
を
担
当
。
日
本
の
研
修
に

参
加
し
た
ソ
フ
ィ
ア
フ
ェ
ル

ド
マ
ン
病
院
（
人
間
的
出
産
・

出
生
ケ
ア
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

病
院
）の
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
と

な
り
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
保

健
省
幹
部
、
看
護
師
、
産
科

医
師
、
大
学
講
師
ら
を
対
象

に
技
術
指
導
を
行
っ
た
。
ま

た
09
年
12
月
に
は
、
ア
ン
ゴ

ラ
で
の
Ｊ
Ｂ
Ｐ
Ｐ
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
ジ
ョ
シ
ナ
マ
シ

ェ
ル
病
院
機
能
強
化
研
修
」
に
、
第

三
国
専
門
家
と
し
て
同
病
院
の
エ
リ

エ
ー
ニ
・
ラ
ベ
ロ
助
産
師
を
派
遣
。「
技

術
を
伝
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
双
方

で
学
び
合
う
こ
と
に
意
義
が
あ
る
」

と
、
ラ
ベ
ロ
さ
ん
は
今
後
の
参
加
に

も
意
欲
的
だ
。

　
さ
ら
に
２
０
１
０
年
か
ら
は
、
中

南
米
・
カ
リ
ブ
、
ア
フ
リ
カ
を
対
象

に
し
た
第
三
国
研
修
「
人
間
的
出
産
・

出
生
ケ
ア
コ
ー
ス
」
を
開
始
。
現
在

ま
で
に
17
人
の
研
修
員
を
受
け
入
れ

た
。
ま
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
実
施
中
の
「
助
産
能
力
強
化
を
通

じ
た
母
子
保
健
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
対
象
で
あ
る
医
療
関
係
者
の
研
修

を
ブ
ラ
ジ
ル
が
担
当
。〝
カ
ン
ボ
ジ
ア

版
人
間
的
出
産
・
出
生
ケ
ア
〞
の
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ソ
フ
ィ
ア

フ
ェ
ル
ド
マ
ン
病
院
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
レ
リ
ア
・
マ

デ
イ
ア
研
修
部
長
は
、「
人
を
助
け
る

の
は
病
院
の
根
本
的
使
命
。
国
際
協

力
を
行
う
の
は
、
社
会
的
責
任
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
強
調
す
る
。

　「
日
本
と
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
強
化

し
な
が
ら
、
開
発
イ
ン
パ
ク
ト
を
高

め
て
い
き
た
い
」。
昨
年
10
月
、
首
都

ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｊ
Ｂ

Ｐ
Ｐ
締
結
10
周
年
記
念
式
典
」
で
マ

ル
コ
・
フ
ァ
ラ
ー
ニ
国
際
協
力
庁
長

官
が
発
し
た
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
こ
そ
、

新
た
な
国
際
協
力
の
ア
ク
タ
ー
と
し

て
の
確
固
た
る
決
意
の
象
徴
だ
。

途
上
国
で
安
全
な
お
産
の

実
現
を
目
指
す

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
を
通
じ
て

開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
成
長

ブラジルのソフィアフェルドマン病院
で、出産に必要な技術を学ぶマダガス
カルの研修員

ハイチの住宅構造を視察。今後の
取り組みについて話し合う

パートナーシップ強化で
さらなる開発効果を
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パラグアイの国立アスンシオン大学獣医学部の研究室で検査用標本
の採取作業に取り組む

カトリカ・デル・ノルテ大学でアワビの
養殖技術を学ぶ

エルサルバドルの耐震ラボで技術指導を行うメキシコ人専門家

ブラジル

メキシコ

アルゼンチン

チリ

中南米

日本

ＪＭＰＰに署名するルイス・エルネスト・デルベス外務大臣と川
口順子外務大臣（いずれも当時）

自然分娩を助産師と共にシミュレーション

JBPP締結10周年記念式
典でスピーチをするファ
ラーニ国際協力庁長官
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